
 
 

 

「
牛
」
に
な
っ
て
の
大
山
詣
り 

 

池
田 

隆  

妻
の
老
化
が
年
長
の
私
よ
り
も
早
い
よ
う
で
心
配
で
あ
る
。
年
相
応
の
物
忘
れ
な
ど
は
致
し
方
な

い
が
、
以
前
に
比
べ
積
極
性
が
特
に
無
く
な
っ
た
。
老
化
防
止
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
効
果
あ
る
と

い
う
。
毎
日
誘
い
出
し
、
二
人
で
周
辺
を
散
歩
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
そ
れ
も
や
や
マ
ン
ネ
リ

気
分
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
新
し
い
妙
案
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

自
宅
か
ら
遠
く
の
大
山
を
眺
め
て
い
る
と
頭
に
浮
か
ぶ
。
大
山
街
道
歩
き
を
何
回
か
に
分
け
て
や

っ
て
み
よ
う
。
「
牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
老
女
が
牛
の
角
に
引
っ
掛
け

た
布
に
す
が
り
、
知
ら
ぬ
間
に
善
光
寺
ま
で
行
っ
た
逸
話
だ
。
私
が
「
牛
」
の
代
役
を
務
め
る
。
途

中
で
妻
が
手
を
放
さ
ぬ
よ
う
用
心
し
な
が
ら
。 

さ
っ
そ
く
旧
大
山
街
道
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
を
買
い
求
め
、
二
子
玉
川
駅
よ

り
歩
き
出
す
。
二
子
橋
を
渡
る
と
、
二
子
・
溝
口
の
旧
宿
場
町
で
あ
る
。
車
と
歩
行
者

が
す
れ
違
う
狭
い
道
に
昭
和
の
臭
い
が
漂
う
。
二
子
神
社
の
前
に
立
つ
大
山
燈
篭
の

説
明
書
き
に
、
「
大
山
詣
り
は
江
戸
中
期
よ
り
庶
民
に
広
が
り
、
・
・
・
」
と
あ
る
。

岡
本
か
の
子
の
生
家
跡
、
創
業
宝
暦
年
間
と
謳
っ
た
古
い
店
、
大
山
街
道
ふ
る
さ
と

館
な
ど
を
過
ぎ
、
溝
口
神
社
の
境
内
で
は
早
咲
き
の
紅
梅
を
愛
で
な
が
ら
の
小
憩
。

初
日
は
ま
ず
溝
の
口
駅
ま
で
。 

二
日
目
以
降
は
溝
の
口
か
ら
宮
前
平
、
江
田
、
青
葉
台
、
長
津
田
、
す
ず
か
け
台
と
、

駅
で
の
乗
り
降
り
を
繰
返
し
な
が
ら
、
田
園
都
市
線
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
旧
街
道
を
辿
っ

て
行
く
。
こ
の
地
域
は
東
急
が
広
域
開
発
し
た
閑
静
な
住
宅
街
で
道
路
網
が
整
い
、

歩
き
や
す
い
。
た
だ
複
雑
な
丘
陵
地
帯
で
急
坂
が
多
く
、
老
人
泣
か
せ
で
あ
る
。 

ゆ
っ
く
り
歩
き
、
公
園
の
ベ
ン
チ
で
は
し
ば
し
ば
休
む
の
だ
が
、
妻
は
「
ア
ー
疲
れ

た
、
も
う
駄
目
！
」
と
す
ぐ
に
音
を
あ
げ
る
。
こ
ち
ら
は
計
画
実
行
に
不
安
を
覚
え

る
。 そ

れ
で
も
八
日
目
に
は
第
一
目
標
地
点
の
南
町
田
グ
ラ
ン
べ
リ
ー
パ
ー
ク
へ
到
着

す
る
。
傍
の
境
川
は
武
蔵
と
相
模
の
国
境
で
あ
る
。
洋
食
屋
「
ア
メ
リ
カ
ン
ハ
ウ
ス
」

に
入
り
、
ワ
イ
ル
ド
ウ
エ
ス
ト
オ
ニ
オ
ン
な
ど
を
注
文
し
乾
杯
、
窓
か
ら
は
大
山
も

く
っ
き
り
。
妻
は
「
次
は
？
」
と
、
こ
の
先
に
関
心
と
意
欲
を
見
せ
始
め
る
。
食
後
さ

ら
に
小
田
急
線
の
鶴
間
ま
で
歩
く
。 

 


